
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る

は
じ
め
に

延
慶
本
「
平
家
物
語
』
第
一
末
廿
五
「
迦
留
大
臣
之
事
」
は
、
所

謂
「
燈
台
鬼
説
話
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
延
慶
本
・
長
門
本

・
「
源
平
盛
衰
記
』
(
以
下
「
盛
衰
記
』
)
に
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、

延
慶
本
が
こ
の
燈
台
鬼
説
話
を
鹿
ヶ
谷
事
件
で
流
罪
と
な
っ
た
成
親

成
経
父
子
物
語
の
例
話
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
長
門
本
と
『
盛

衰
記
」
で
は
、
俊
寛
有
王
主
従
物
語
の
例
話
と
し
て
い
る
と
い
う
配

置
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
先
行
研
究
と
し
て
は
先
ず
、

『
宝
物
集
』
中
の
同
文
記
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
高
橋
俊
夫
氏
の
、

『
宝
物
集
』
と
平
家
物
語
の
聞
に
は
依
拠
関
係
は
な
く
、
同
源
・
兄
弟

関
係
で
あ
り
、
『
宝
物
集
』
の
九
冊
本
と
光
長
寺
本
が
延
慶
本
に
近
い

と
す
る
論
が
あ
る
口
ま
た
水
原
一
氏
は
、
延
慶
本
で
は
父
子
の
情
の

「
燈
台
鬼
説
話
」

浜

圭

五口

畑

物
語
、
長
門
本
・
『
盛
衰
記
』
で
は
異
境
の
流
人
を
尋
ね
当
て
る
と

い
う
意
味
づ
け
が
あ
る
と
さ
れ
、
山
下
宏
明
氏
は
こ
の
配
置
の
違
い

に
つ
い
て
、
延
慶
本
の
配
置
は
本
話
と
例
話
の
聞
に
「
ね
じ
れ
」
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
井
正
之
助
氏
は
高
橋
俊
夫
氏
が
使

用
さ
れ
な
か
っ
た
『
宝
物
集
』
久
遠
寺
本
(
以
下
久
遠
寺
本
)
を
挙

げ
て
そ
の
親
近
性
を
述
べ
ら
れ
、
完
全
に
は
そ
の
依
拠
関
係
を
実
証

で
き
な
い
が
、
殆
ど
の
部
分
で
一
致
す
る
の
で
、
結
局
は
『
宝
物
集
」

の
あ
る
古
本
に
行
き
着
く
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
山

下
哲
郎
氏
は
、
依
拠
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
こ

の
説
話
は
平
家
物
語
に
お
い
て
、
長
門
本
・
「
盛
衰
記
」
の
よ
う
な

俊
寛
説
話
の
例
証
と
し
て
の
方
が
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
高

橋
貞
一
氏
も
こ
の
説
を
支
持
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
河
原
木
有
二

氏
は
、
平
家
物
語
に
あ
る
よ
う
な
燈
台
鬼
説
話
は
「
宝
物
集
」
が
初

見
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
山
田
昭
全
氏
が
、
『
宝
物
集
』

一五
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の
一
巻
本
・
二
巻
本
・
三
巻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
迦
留
大
臣
の
迦
留

寺
建
立
説
を
七
巻
本
が
持
っ
て
お
り
、
延
慶
本
も
同
様
に
そ
れ
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
慶
本
は
七
巻
本
か
ら
燈
台
鬼
説
話
を
引
用

し
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
河
原
木
氏
と
同
様
に
こ
の
説
話
は
「
宝
物
集
』

が
初
見
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
口

こ
う
し
た
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
『
平
家
物
語
』
諸

本
の
中
、
延
慶
本
、
長
門
本
、
『
盛
衰
記
」
三
本
が
燈
台
鬼
説
話
を
そ

れ
ぞ
れ
ど
う
配
置
し
て
い
る
の
か
を
改
め
て
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
。

「
平
家
物
語
』
と
諸
文
献
の
比
較

延
慶
本
で
は
、
鹿
ヶ
谷
事
件
の
発
覚
に
よ
っ
て
流
罪
と
決
ま
っ
た

藤
原
成
経
が
、
妻
子
と
別
離
の
悲
し
み
に
暮
れ
た
後
に
こ
の
説
話
が

続
い
て
い
る
。

昔
迦
留
大
臣
ト
申
ス
人
ヲ
ハ
シ
キ
。
遣
唐
使
ニ
シ
テ
、
異
国
ニ

渡
テ
御
ワ
シ
ケ
ル
ヲ
、
何
ナ
ル
事
カ
有
ケ
ン
、
物
イ
ハ
ヌ
薬
ヲ

ク
ハ
セ
テ
、
五
体
ニ
絵
ヲ
書
テ
、
額
二
燈
ガ
ヒ
ヲ
打
テ
、
燈
台

鬼
ト
名
テ
、
火
ヲ
ト
モ
ス
由
聞
ケ
レ
パ
、
其
御
子
ニ
弼
宰
相
ト

申
ス
人
、
万
里
ノ
波
ヲ
凌
ギ
、
他
州
ノ
雲
ヲ
尋
テ
見
給
ケ
レ
パ
、

燈
鬼
涙
ヲ
流
シ
テ
、
手
ノ
指
ヲ
食
切
テ
、
カ
ク
ゾ
書
給
ケ
ル
。

--'.... 
/、

我
是
日
本
花
京
客
汝
即
同
姓
一
宅
人、ネ
ン
ゴ
ロ
ナ
リ

為
父
為
子
前
世
契
隔
山
隔
海
恋
情
辛

経
年
流
涙
蓬
蕎
宿
遂
日
馳
思
蘭
菊
親

形
破
他
州
成
燈
鬼
争
帰
旧
里
棄
斯
身

ト
書
タ
リ
。
是
ヲ
見
給
ケ
ム
宰
相
ノ
心
中
何
計
ナ
リ
ケ
ム
。
遂

ニ
御
門
ニ
申
請
テ
帰
朝
、
ン
テ
、
其
悦
ニ
大
和
国
迦
留
寺
ヲ
建
立

ス
ト
見
タ
リ
。
彼
ハ
父
ヲ
助
ツ
レ
バ
孝
養
ノ
第
一
也
。
是
ハ
其

詮
モ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
親
子
ノ
中
ノ
哀
サ
ハ
、
只
大
納
言
ノ
事
ヲ

ノ
ミ
悲
テ
、
ア
ケ
ク
レ
泣
ア
カ
シ
給
ケ
リ
。

「
迦
留
大
臣
」
が
遣
唐
使
と
な
り
、
大
陸
へ
渡
っ
た
と
こ
ろ
燈
台
鬼

に
さ
れ
、
息
子
弼
宰
相
が
尋
ね
て
来
て
再
会
す
る
、
と
い
う
大
筋
は

三
本
と
も
一
致
し
て
い
る
。
燈
台
鬼
説
話
が
様
々
な
文
献
に
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
既
に
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
ず
、
延
慶
本
の
燈
台
鬼
説
話
と
諸
文
献
の
そ
れ

と
を
比
較
し
て
み
た
い
。

燈
台
鬼
説
話
の
最
も
早
い
例
と
し
て
『
和
歌
色
葉
』
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

六
か
わ
つ
な
く
ゐ
て
の
や
ま
ふ
き
さ
き
に
け
り
あ
は
ま
し
も
の

を
花
の
さ
か
り
に

か
わ
っ
と
は
上
に
い
へ
り
。

ゐ
て
の
や
ま
ふ
き
と
は
或
書
云
、



昔
橘
大
臣
諸
兄
ゐ
て
寺
を
つ
く
り
て
、
金
堂
の
四
面
の
廻
廊
の

め
く
り
に
款
冬
を
う
へ
て
、
廊
の
う
ら
に
水
を
湛
て
花
さ
か
せ

て
水
に
、
つ
つ
し
て
み
る
へ
き
ゃ
う
を
か
ま
へ
た
り
け
る
に
、
寺

供
養
日
お
も
は
さ
る
に
議
言
を
冶
ひ
て
、
み
ま
か
り
に
け
れ
は
、

や
ま
ふ
き
の
花
を
水
に
、
つ
つ
し
て
み
る
事
も
な
く
て
や
み
に
け

る
こ
と
を
よ
め
る
也
云
々
。
或
人
云
軽
大
臣
玉
井
の
光
明
寺
を

つ
く
り
て
や
ま
ふ
き
を
う
へ
た
り
け
る
に
そ
の
堂
を
丙
寅
の
日

供
養
し
た
り
け
る
故
に
唐
土
に
わ
た
り
た
り
け
る
か
、
燈
蓋
鬼

に
つ
く
ら
れ
た
り
け
る
か
と
い
ひ
っ
た
へ
た
り
。
諸
兄
と
は
き

、
を
よ
は
す
と
云
々
。

『
古
今
和
歌
集
」
一
一
一
五
番
歌
「
か
は
つ
な
く
」
の
注
で
あ
り
、
橘

諸
兄
が
井
手
寺
に
山
吹
を
植
え
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
だ
と
伝
え
て

い
る
口
そ
こ
で
「
或
人
云
」
と
し
て
、
山
吹
は
「
軽
大
臣
」
が
「
玉
井

の
光
明
寺
」
に
植
え
た
の
で
あ
り
、
諸
兄
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
異
伝
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
或
人
云
」
と
し
て
記
さ
れ
た

異
伝
は
他
の
古
今
集
の
古
注
釈
書
で
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
先
ず
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
成
立
と
さ
れ

る
、
『
昆
沙
門
堂
本
古
今
集
寄
に
は
、

山
フ
キ
ハ
ア
ヤ
ナ
、
サ
キ
ソ
ハ
ナ
ミ
ム
ト
ウ
ヘ
ケ
ル
君
カ
コ
ヨ

ヒ
コ
ナ
ク
ニ

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

注
ア
ヤ
ナ
、
サ
キ
ソ
ト
云
ハ
無
益
ニ
ナ
サ
キ
ソ
ト
云
也
。
此
歌

ハ
右
大
臣
橘
諸
兄
ノ
山
城
国
井
出
寺
ヲ
建
立
シ
テ
款
冬
ヲ
栽
タ

リ
。
の
井
出
ノ
大
臣
ト
ハ
此
人
事
也
。
内
大
臣
高
向
迦
留
同
国

ニ
光
明
山
寺
ヲ
造
テ
、
の
井
出
寺
ノ
款
冬
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
ノ
チ
、

諸
兄
ノ
許
ヘ
見
ニ
オ
ハ
セ
ヨ
ト
、
云
ヤ
リ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
今
夜

ユ
カ
ム
ト
シ
テ
コ
サ
リ
ケ
ル
ニ
ヨ
メ
ル
也
。
迦
留
ノ
大
臣
ノ
寄

也
。
コ
ナ
ク
ト
云
ハ
コ
ヌ
ニ
ト
云
心
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
一
二
五
番
歌
で
は
な
く
、
一
二
三
番
歌
に
対
す
る

注
で
あ
る
が
、
光
明
山
寺
を
造
り
、
井
出
寺
の
款
冬
を
移
し
植
え
た

「
高
向
迦
留
」
が
橘
諸
兄
を
招
い
た
が
、
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
室
町
期
成
立
、
天
理
図
書
館
蔵
「
古
今
集

延
五
記
」
に
も
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。

一
あ
ゃ
な
冶
さ
き
そ

ヤ
ク

無
益
ニ
ナ
サ
キ
ソ
ト
也
此
寄
ハ
諸
兄
大
臣
ノ
寄
也
山
城
ノ
井
手

寺
光
明
寺
此
寺
ヲ
建
テ
山
水
ニ
山
フ
キ
ヲ
ウ
ヘ
タ
リ
其
時
高
向
ノ

迦
留
大
臣
此
山
ブ
キ
ヲ
来
テ
見
ン
ト
約
束
、
ン
テ
不
レ
来
時
ニ
ヨ

メ
リ
今
ノ
井
手
ノ
玉
水
其
故
跡
也

編
者
で
あ
る
嘉
恵
は
、
二
条
家
流
を
引
き
継
い
だ
嘉
孝
の
弟
子
で

あ
る
。
『
見
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
で
は
、
招
か
れ
た
の
は
、
橘
諸
兄

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
迦
留
大
臣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

七
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入

一
二
三
番
歌
と
一
二
五
番
歌
に
ほ
ぼ
同
じ
事
を
記
し
た
注
が
あ
り
、

そ
れ
が
錯
綜
し
て
い
る
様
が
確
認
で
き
る
。
両
書
と
も
、
『
和
歌
色
葉
」

の
よ
う
に
、
「
燈
台
鬼
に
つ
く
ら
れ
た
り
け
る
か
」
と
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、
全
く
別
の
伝
承
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
相
違
点
の
多
い

類
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
『
和
歌
色
葉
」
よ
り
具
体
的
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
、
「
宝

物
集
」
に
見
ら
れ
る
。
延
慶
本
の
当
該
説
話
が
、
「
宝
物
集
』
の
燈
台

鬼
説
話
に
、
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
「
宝
物
集
』
本
文
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

軽
大
臣
と
申
け
る
人
、
遣
唐
使
に
て
渡
り
て
侍
り
け
る
を
、
如

何
成
事
か
有
け
ん
、
物
い
は
ぬ
薬
を
く
は
せ
て
、
身
に
は
絵
を

書
、
頭
に
は
灯
台
と
云
物
を
う
ち
て
、
火
を
と
も
し
て
、
灯
台

鬼
と
云
名
を
付
て
有
と
云
事
を
聞
て
、
其
子
弼
宰
相
と
云
人
、

万
里
の
波
を
分
て
、
他
州
震
旦
固
ま
で
尋
行
て
見
た
ま
ひ
け
れ

ば
、
鬼
泊
を
な
が
し
て
、
手
の
指
を
く
ひ
切
て
血
を
出
し
て
か

く
ぞ
書
給
ひ
け
る
。

我
是
日
本
花
京
客

為
レ
父
為
レ
子
前
世
契

経
レ
年
流
レ
涙
蓬
茜
宿

形
破
一
一
他
州
一
成
一
一
灯
鬼
一

是
を
見
給
ひ
け
ん
子
の
御
心
、
い
か
ば
か
り
覚
え
給
ひ
け
ん
。

さ
て
、
唐
の
御
門
に
こ
ひ
と
り
て
、
日
本
国
へ
ぐ
し
て
帰
り
給

へ
り
と
ぞ
申
た
め
り
。
子
な
ら
ざ
ら
む
人
、
他
州
震
旦
ま
で
行

人
侍
り
な
ん
や
。

此
事
日
本
紀
以
下
諸
家
の
日
記
に
み
え
ず
。
さ
程
の
人
、
名

を
し
る
さ
ず
D

無
不
審
に
あ
ら
ず
。
遣
唐
使
の
唐
に
と

v
ま
る

は
、
清
河
の
宰
相
・
安
倍
の
仲
麻
呂
等
也
。
但
大
和
国
に
軽
寺

と
云
所
あ
り
。
彼
大
臣
帰
朝
の
後
建
立
と
い
へ
り
。
能
々
定
説

を
可
尋
也
。

こ
こ
で
は
吉
川
本
を
挙
げ
た
。
延
慶
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、

表
現
も
似
通
っ
て
い
る
。
延
慶
本
が
「
宝
物
集
』
に
依
拠
し
て
い
る

と
す
る
説
を
首
肯
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
章
に
お
い
て
「
宝
物
集
」

諸
本
と
の
関
わ
り
を
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
た
い
。
そ
し
て
次
の
鎌

倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
成
立
と
さ
れ
る
「
五
常
内
義
抄
』
に
は
、
『
和

歌
色
葉
』
と
は
違
う
燈
台
鬼
説
話
が
見
ら
れ
る
。

文
集
云
、
道
州
ノ
ヒ
キ
人
ヲ
燈
蓋
鬼
ト
ナ
サ
レ
テ
、
毎
年
国
ノ

季
貢
ニ
ヲ
、
ャ
ケ
ヘ
マ
イ
ル
ナ
ラ
ヒ
也
、
然
ル
問
、
生
ナ
カ
ラ

セ
イ
ト

親
ニ
ヲ
ク
レ
、
子
ニ
別
レ
テ
、
悲
ム
事
極
ナ
シ
、
愛
ニ
揚
成
申

ヲ

、

ャ

ケ

ナ

キ

人
(
彼
)
国
ノ
守
ト
成
テ
後
、
此
事
ヲ
悲
テ
、
大
宅
ヘ
歎
奉
テ
、

官
己
H

ヲ
申
下
テ
、
燈
墓
鬼
ヲ
留
ラ
レ
ヌ
、
道
州
ノ
民
、
老
タ
ル

汝
即
同
姓
一
宅
人

隔
レ
山
隔
レ
国
恋
情
辛

逐
レ
日
馳
レ
思
蘭
菊
親

争
帰
一
旧
里
一
寄
斯
身
一



モ
若
モ
喜
事
無
レ
限
、
人
ト
ナ
レ
ル
事
ヲ
エ
タ
リ
、
彼
国
ノ
村

民
子
孫
ノ
末
ニ
至
ル
マ
テ
、
若
揚
成
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冒
頭
に
「
文
集
云
」
と
あ
る
通
り
、
こ
れ
は
『
白
氏
文
集
」
巻
三

「
道
州
民
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
山
下
哲
郎
氏

の
、
外
面
的
な
類
似
点
は
な
い
が
、
「
宝
物
集
」
燈
台
鬼
説
話
と
潜
在

的
な
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ご
指
摘
は
納
得
の
い
く

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
連
想
を
さ
れ
る
程
、
燈
台
鬼
説

話
は
「
親
と
子
の
物
語
」
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

十
四
世
紀
に
入
る
と
、
「
帝
王
編
年
記
』
の
よ
う
な
歴
史
書
に
も
燈

台
鬼
説
話
が
引
か
れ
て
く
る
。

今
年
。
遣
唐
使
高
向
玄
利
為
二
灯
蓋
鬼
一
。
詩
云
。

吾
斯
日
本
両
京
賓
汝
亦
東
城
一
宅
人

謂
其
子
玄
衡

為
レ
子
為
レ
親
前
世
契
一
離
一
曾
此
生
因

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

経
レ
年
落
レ
一
保
蓬
蕎
宿
送
レ
日
馳
レ
思
旦
暮
新

形
破
一
一
他
州
一
為
一
一
灯
鬼
一
争
帰
二
故
里
捨
一
一
葱
身
一

こ
れ
は
巻
九
斉
明
天
皇
六
年
の
記
事
で
あ
る
。
迦
留
大
臣
が
「
高

向
玄
利
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
宝
物
集
』
『
平
家
物
語
』
の
簡
略
化

さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
口
そ
し
て
、
文
安
元
年
(
一
四
四
四
年
)
成

立
と
さ
れ
る
古
辞
書
『
下
学
審
に
も
「
軽
大
臣
」
と
し
て
項
目
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
『
下
学
集
』
の
本
文
は
、
「
宝
物
集
』
『
平
家
物
語
」

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
古
辞
書
に
こ

う
し
た
形
で
載
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
燈
台
鬼
説
話
が
あ
る
程

度
世
間
に
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
代
か

ら
永
享
八
年
(
一
四
三
六
)
ま
で
の
年
代
記
で
あ
る
「
東
寺
王
代

E

J
D

、
或
記
云
。
推
古
天
皇
御
代
。
迦
留
大
臣
遣
唐
使
ニ
渡
ケ
ル
カ
。

灯
蓋
鬼
ニ
ナ
サ
ル
。
其
後
皇
極
女
帝
御
代
。
迦
留
大
臣
ノ
息
弼

宰
相
入
唐
園
碁
ト
云
々
。

と
、
簡
略
化
し
た
燈
台
鬼
説
話
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
を
確
認
す
る
と
、
延

慶
本
は
、
や
は
り
『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
時
に
、
燈
台
鬼
説
話
が
様
々
な
分
野

で
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

九
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こ
と
を
裏
付
け
る
か
と
恩
わ
れ
る
、
興
味
深
い
資
料
を
挙
げ
た
い
。

綿
百
量
、
願
主
大
法
師
聖
勝
生
年
五
十
二

建
保
三
卯
月
廿
六
日
法
橋
康
耕
作
(
花
押
)

こ
れ
は
、
興
福
寺
西
金
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
龍
燈
鬼
像
の
胎
内

か
ら
発
見
さ
れ
た
銘
で
あ
る
。
「
大
法
師
聖
勝
」
と
い
う
僧
の
願
に
よ

っ
て
、
建
保
三
年
(
一
一
二
五
年
)
に
運
慶
の
三
男
康
雄
叶
が
造
像
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
像
は
、
治
承
四
年
の
南
都
焼
討
に
よ
っ
て

焼
失
し
た
興
福
寺
再
建
の
一
環
と
し
て
納
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
像
と
一
対
と
さ
れ
る
天
燈
鬼
像
と
を
あ
わ
せ
た
解

説
と
し
て
、
「
奈
良
六
大
寺
大
観
』
で
は
、

仏
前
に
燈
を
捧
げ
る
鬼
形
と
い
う
構
想
が
こ
の
時
の
創
意
に
か

か
る
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
類
品
は
残
っ
て
い
な

い
。
中
国
に
は
古
く
「
燭
奴
」
「
燈
蝉
」
と
い
っ
て
、
木
彫
の
童

形
、
女
形
に
燈
を
持
た
せ
た
燭
台
が
あ
っ
た
と
い
い
(
「
開
元
天

宝
遺
事
」
)
、
こ
の
女
形
を
鬼
形
に
替
え
た
も
の
が
古
代
寺
院
に

な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
仏
前
に
燈
を
捧
げ
る
鬼
形
と
い
う

構
想
に
つ
い
て
で
あ
り
、
古
い
中
国
の
例
も
「
燈
」
を
「
持
た
せ
た
」

例
で
あ
り
、
龍
燈
鬼
像
の
よ
う
に
頭
に
載
せ
た
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
仏
前
に
燈
を
捧
げ
る
と
い
う
構
想
は
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
が

。

天
燈
鬼
像
の
よ
う
に
、
燈
を
「
持
た
せ
る
」
と
い
う
形
と
な
っ
た
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
龍
燈
鬼
像
の
様
な
「
頭
に
載
せ
る
」
と

い
う
構
想
と
は
別
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
像
の
制
作
者
康
排
は
、

像
を
造
る
際
に
そ
の
想
像
力
、
構
想
力
を
か
き
た
て
る
よ
う
な
「
情

報
」
に
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
龍
燈
鬼
像
造
立
以
前
に
成
立

し
、
龍
燈
鬼
像
と
酷
似
し
た
描
写
を
持
つ
「
宝
物
集
」
は
そ
の
「
情

報
」
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
宝
物
集
』
が
唱
導
者
の
教

義
解
説
の
た
め
の
例
話
集
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
延
慶
本
は
、
そ
う
し
た
「
情
報
」
が
広
く
流
布
し
、
像
と

し
て
造
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
宝
物
集
』
と
ほ
ぼ
同
文
に
こ

の
説
話
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
平
家
物
語
」
に
お
い
て
も
、
長
門
本
・
『
盛
衰
記
」
は
延
慶
本
と
は

異
な
る
姿
勢
で
こ
の
説
話
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
『
平

家
物
語
」
諸
本
間
の
相
違
を
、
『
宝
物
集
」
を
手
が
か
り
に
考
え
て
み

た
い
。



『
平
家
物
語
」
と
「
宝
物
集
」

の
比
較

「
平
家
物
語
』
三
本
の
燈
台
鬼
説
話
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ

に
最
も
近
い
本
文
を
持
つ
と
さ
れ
る
『
宝
物
集
』
と
比
較
し
た
い
。

そ
れ
は
、
延
慶
本
と
長
門
本
・
「
盛
衰
記
』
の
、
位
置
の
相
違
が
本

文
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
口
「
宝

物
集
』
は
多
く
の
伝
本
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
巻
本
、
二
巻
本
、

三
巻
本
、
吉
田
本
、
吉
川
本
、
光
長
寺
本
、
久
遠
寺
本
の
七
本
を
使

用
す
る
。

先
ず
注
目
す
べ
き
は
、
長
門
本
の
み
が
迦
留
大
臣
が
唐
へ
渡
っ
た

時
を
「
推
古
天
皇
の
御
宇
」
と
し
、
息
子
の
弼
宰
相
が
渡
唐
し
た
時

を
、
「
皇
極
天
皇
の
御
時
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
第
三
十
三
代
推
古
天

皇
天
皇
の
在
位
は
、
五
九
二
年
か
ら
六
二
八
年
で
あ
り
、
第
三
十
五

代
皇
極
天
皇
の
在
位
は
、
六
四
二
年
か
ら
六
四
五
年
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
中
頃
に
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

こ
う
し
た
独
自
の
時
代
設
定
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
久
遠
寺
本

タ

カ

ワ

ノ

ハ

ル

マ

サ

(

勾

)

が
本
文
の
「
カ
ル
ノ
大
臣
」
に
、
「
高
向
玄
理
」
と
い
う
左
傍
注
を
施

し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

高
向
玄
理
は
七
世
紀
中
頃
に
活
躍
し
た
学
者
、
官
人
で
あ
り
、
「
日
本

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

書
紀
』
推
古
天
皇
十
六
年
九
月
の
記
事
に
、
唐
へ
渡
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、
孝
徳
天
皇
白
雑
五
年
に
も
再
度
渡
唐
し
、
原
地
で
没

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
門
本
の
設
定
と
同
じ
時

代
の
人
物
が
、
久
遠
寺
本
で
は
同
一
人
物
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
う
し
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に

述
べ
る
な
ら
ば
、
迦
留
大
臣
を
高
向
玄
理
に
比
定
す
る
説
が
あ
り
、

長
門
本
の
「
推
古
天
皇
の
御
宇
」
「
皇
極
天
皇
の
御
時
」
と
い
う
時
代

設
定
は
そ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

長
門
本
と
久
遠
寺
本
の
両
記
事
は
、
共
通
の
基
盤
か
ら
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
前
章
で
挙
げ
た
『
見
沙
門
堂
古
今

集
注
」
が
、
「
高
向
迦
留
」
、
「
古
今
集
延
五
記
』
が
、
「
高
向
ノ
迦
留

ノ
大
臣
」
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
既
に
確
認
し
た
が
、
「
帝
王
編
年
記
』

が
「
遣
唐
使
高
向
玄
利
為
二
灯
墓
鬼
-
」
と
し
て
、
こ
れ
を
皇
極
天
皇
が

重
一
昨
し
た
斉
明
天
皇
の
六
年
の
記
事
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
う
し

た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
東
寺
王
代
記
」
も
「
推
古
天
皇

御
代
」
「
皇
極
女
帝
御
代
」
と
し
て
あ
り
、
高
向
玄
理
迦
留
大
臣
比
定

説
の
流
入
が
考
え
ら
れ
る
。
延
慶
本
燈
台
鬼
説
話
に
、
迦
留
大
臣
を

高
向
玄
理
と
す
る
説
が
流
入
し
た
の
が
長
門
本
で
あ
り
、
独
自
の
時

代
設
定
は
そ
う
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
れ
問
。
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長
門
本
の
独
自
設
定
は
、
燈
台
鬼
に
さ
れ
た
理
由
に
も
現
れ
て
い

る
。
延
慶
本
は
「
何
ナ
ル
事
カ
有
ケ
ン
」
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
不

明
と
し
て
お
り
、
『
宝
物
集
』
諸
本
も
同
様
で
あ
る
。
「
盛
衰
記
」
も

特
に
記
し
て
い
な
い
が
、
長
門
本
は
、

遣
唐
使
に
わ
た
り
て
、
お
ん
や
う
道
を
な
ら
ひ
、
ゑ
ん
て
い
を
つ

く
し
、
奥
儀
を
き
は
め
て
、
帰
朝
せ
ん
と
せ
し
時
、
お
ん
や
う
の

ゑ
ん
け
ん
、
日
域
へ
わ
た
さ
ん
事
を
お
し
み
て
、

と
し
て
、
陰
陽
道
の
奥
儀
が
日
本
へ
渡
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
、
と

な
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
伝
承
と
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

長
門
本
の
特
異
な
設
定
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
更
に
、
燈
台
鬼
の
描
写
に
も
、
語
句
レ
ベ
ル
の
相
違
が
見

ら
れ
る
。
大
臣
は
後
に
、
弼
宰
相
と
会
っ
た
際
、
詩
を
示
す
が
、
そ

れ
は
「
物
イ
ハ
ヌ
薬
」
を
飲
ま
さ
れ
、
口
が
き
け
な
く
な
っ
た
か
ら

で
あ
り
、
延
慶
本
、
『
盛
衰
記
」
、
『
宝
物
集
」
諸
本
は
こ
れ
を
記
す
が
、

長
門
本
は
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
燈
台
鬼
に
火
が
点
さ
れ
た
こ
と

を
、
延
慶
本
は
「
火
ヲ
ト
モ
ス
由
開
ケ
レ
パ
」
と
し
て
い
る
が
、
「
宝

物
集
』
一
巻
本
、
『
盛
衰
記
」
、
長
門
本
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

燈
台
鬼
は
「
手
ノ
指
ヲ
食
切
テ
」
詩
を
書
く
の
だ
が
、
こ
の
表
現
は

長
門
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
長
門
本
は
語
句
の
レ
ベ

ル
で
も
、
延
慶
本
と
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
特
異
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
ま
た
、
次
に
燈
台
鬼
が
示
し
た
詩
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
長
門
本
と
延
慶
本
は
異
な
っ
て
い
る
。

【

延

慶

本

】

{

長

門

本

】

我

是

日

本

花

京

客

国

是

日

本

花

京

客

汝

即

同

姓

一

宅

人

汝

圃

同

姓

一

宅

人

為
父
為
子
前
世
契
:
一
J

園
川
叩
閣
レ
子
前
世
契

隔
山
隔
海
恋
情
辛
;
;
隔
山
隔
海
調
岡
国

経
年
流
涙
蓬
高
宿
経
レ
年
圃
レ
涙
蓬
高
宿

遂
日
馳
思
蘭
菊
親
閣
凶
凹
馳
レ
思
蘭
菊
親

形
破
他
州
成
燈
鬼
形
壊
一
一
他
州
一
成
一
一
圃
鬼

争
帰
旧
里
棄
斯
身
閣
圏
一
旧
里
一
閣
門
閣
身
一

相
違
す
る
箇
所
を
四
角
で
囲
っ
た
。
『
盛
衰
記
』
に
は
こ
れ
ほ
ど
の

相
違
点
は
見
ら
れ
な
い
。
詩
そ
の
も
の
の
意
味
は
殆
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
が
、
こ
こ
で
表
記
さ
れ
た
文
字
に
注
目
す
る
と
、
次
に
示
す
光

長
寺
本
「
宝
物
集
』
(
以
下
光
長
寺
本
)
の
本
文
が
長
門
本
に
近
似
し

て
い
る
。国
是
日
本
一
喧
札
方
都
リ

汝
一
閣
同
姓
一
宅
ト
い
川

阿国レ↓一一情コ造
J

ゴはリ

隔
レ
山
隔
レ
海
基
情
苦
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へ

h
フ
コ
フ
二

経
レ
年
圃
レ
涙
宿
一
蓬
高
一

カ

サ

、

不

ヲ

ハ

シ

ヲ

シ

ム

ニ

調
七
且
馳
レ
思
親
一
一
蘭
菊
一

I
l
J
H
Uけ
1
l

ニ

ト

場
唾
一
一
他
州
一
歩
一
燈
鬼
ヲ

耐
圏
一
旧
里
一
閣
門
閣
身
一

光
長
寺
本
も
延
慶
本
と
の
相
違
点
を
四
角
で
囲
む
と
、
異
同
が
多

い
。
他
の
『
宝
物
集
」
諸
本
は
殆
ど
延
慶
本
と
変
わ
ら
な
い
が
、
光

長
寺
本
の
み
著
し
い
相
違
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
門
本
と
光

長
寺
本
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
相
違
点
が
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

具
体
的
に
示
す
と
、
他
本
全
て
が
「
刻
刻
刻
引
前
世
契
」
と
す
る
と

こ
ろ
を
こ
の
二
本
の
み
が
、
「
劇
ハ
相
劇
ハ
引
前
世
契
」
と
す
る
点
、

そ
し
て
こ
れ
も
他
本
の
全
て
が
涙
「
流
」
す
の
に
対
し
て
こ
の
二
本

は
、
「
落
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
延
慶
本
で
「
遂
レ
日
」
思

い
を
馳
せ
る
と
す
る
と
こ
ろ
を
長
門
本
・
光
長
寺
本
で
は
、
「
累
レ
月
」

て
思
い
を
馳
す
と
し
て
お
り
、
「
制
帰
旧
里
棄
斯
身
」
を
「
何
週
二
旧

里
ム
拾
此
身
し
と
す
る
の
も
、
長
門
本
と
光
長
寺
本
の
み
で
あ
る
。

勿
論
、
一
致
点
が
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
、
長
門
本
と
光
長
寺
本

と
の
間
に
直
接
関
係
が
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
だ
け
延
慶
本
と
の
相
違
箇
所
が
一
致
す
る
二
文
献
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
他
に
こ
の
よ
う
な
詩
を
持
つ
燈
台
鬼
説
話
が
存
在

し
、
長
門
本
も
光
長
寺
本
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
は
な
い
か
、

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

と
考
え
る
こ
と
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
長
門
本
は
、
延
慶

本
以
外
の
文
献
、
も
し
く
は
燈
台
鬼
説
話
を
参
考
に
し
て
こ
の
説
話

を
記
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
長
門
本
の
編
著
者
に
、
延
慶
本
の
よ
う

な
燈
台
鬼
説
話
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
に
す
る
つ
も
り
の
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
説
話
の
結
末
部
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
ρ

延
慶
本
が
、

是
ヲ
見
給
ケ
ム
宰
相
ノ
心
中
何
計
ナ
リ
ケ
ム
。
遂
ニ
御
門
ニ
申

請
テ
帰
朝
シ
テ
、
其
悦
ニ
大
和
国
迦
留
寺
ヲ
建
立
ス
ト
見
タ
リ
。

彼
ハ
父
ヲ
助
ツ
レ
パ
孝
養
ノ
第
一
也
。
是
ハ
其
詮
モ
ナ
ケ
レ
ド

モ
、
親
子
ノ
中
ノ
哀
サ
ハ
、
只
大
納
言
ノ
事
ヲ
ノ
ミ
悲
テ
、
ア

ケ
ク
レ
泣
ア
カ
シ
給
ケ
リ
。

と
し
て
、
そ
の
後
日
謹
を
語
り
、
成
親
成
経
父
子
に
関
連
づ
け
て
い

る
の
に
対
し
て
、
長
門
本
は
、

宰
相
、
是
を
見
て
こ
そ
、
我
父
、
か
る
の
大
臣
と
は
、
し
り
給

し
か
。
俊
寛
か
主
従
こ
そ
、
か
の
弼
の
宰
相
の
、
父
子
に
ち
か

は
さ
り
け
る
物
を
や
。
「
こ
れ
は
、
あ
り
王
丸
か
」
と
の
給
ふ
に

こ
そ
、
し
ゅ
ん
く
は
ん
僧
都
と
は
、
し
ら
れ
け
る
。
か
れ
は
、

万
里
の
波
涛
を
し
の
き
て
、
た
う
と
ま
て
わ
た
り
、
こ
れ
は
、

千
里
の
山
川
を
わ
け
で
、
い
わ
う
か
嶋
へ
、
た
つ
ね
け
り
。
む

か
し
い
ま
は
、
こ
と
な
れ
と
も
、
徳
を
し
ゃ
す
る
志
、

こ
れ
お
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な
し
。
父
子
主
従
は
、
か
は
り
た
れ
共
、
恩
を
ほ
う
す
る
心
は
、

一
な
り
。

と
し
て
お
り
、
延
慶
本
の
よ
う
な
後
日
謹
は
な
く
、
俊
寛
と
有
王
に

な
ぞ
ら
え
る
、
独
特
の
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
『
盛
衰
記
』
で
は
、
「
宰

相
ハ
我
父
ノ
軽
大
臣
共
知
ケ
レ
。
」
と
い
う
簡
潔
な
一
文
を
記
す
の
み

で
あ
る
。

先
ず
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
、
延
慶
本
が
こ
の
説
話
を
「
孝
養

ノ
第
一
也
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
宝
物
集
」
で
は
一
巻
本

以
外
の
伝
本
に
、
子
供
で
も
な
け
れ
ば
、
は
る
ば
る
と
海
を
渡
っ
て

行
く
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
本
文
が
あ
り
、
延
慶
本
と
同
様
、
「
孝
養
」

の
説
話
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
宝
物
集
』
に
お
け
る
燈
台

鬼
説
話
は
、
何
が
宝
か
と
い
う
問
答
の
中
で
、
「
子
が
宝
で
あ
る
」
と

す
る
一
連
の
説
話
の
中
に
あ
り
、
そ
の
前
後
に
「
孝
養
」
の
説
話
が

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
説
話
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
延
慶
本
が
こ
の
説
話
を
「
孝
養
」
と
す
る
点
に
お

い
て
、
や
は
り
「
宝
物
集
』
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
次
に
、
迦
留
寺
建
立
説
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
、
長
門

本
や
『
盛
衰
記
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
延
慶
本
と
「
宝
物
集
』
の
み

一
致
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
「
宝
物
集
』
で
は
、
吉
田
本
、
吉
川
本
、

光
長
寺
本
、
久
遠
寺
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深

四

い
の
は
、
『
宝
物
集
」
の
吉
田
本
、
吉
川
本
、
久
遠
寺
本
が
「
能
々
定

説
ヲ
尋
ヌ
ベ
キ
也
」
と
し
、
光
長
寺
本
が
「
不
審
」
と
し
て
懐
疑
的

だ
が
、
延
慶
本
で
は
「
見
タ
リ
」
と
し
て
「
宝
物
集
』
よ
り
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
迦
留
寺
が
実
際
に
大
和
国
に
存
在

し
た
古
代
寺
院
で
あ
る
こ
と
は
、
「
日
本
書
紀
」
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
中
世
に
は
既
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
建
立
説
に
つ
い
て
は
、
平
家
物
語
の
も
う
ひ
と
つ
の
迦
留

大
臣
記
事
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
延
慶
本
で
示
す
と
次
の
箇
所
で
あ

る。

廿
一
日
、
摂
政
ヲ
止
奉
リ
テ
、
松
殿
ノ
御
子
、
大
納
言
師
家
ト

テ
十
コ
三
成
給
ケ
ル
ヲ
、
内
大
臣
ニ
成
シ
奉
テ
、
ヤ
ガ
テ
摂
政

ノ
詔
書
ヲ
下
サ
ル
。
折
節
大
臣
ア
カ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
後
徳
大
寺

ノ
左
大
臣
実
定
、
内
大
臣
ニ
テ
オ
ワ
シ
ケ
ル
ヲ
、
暫
ク
借
テ
成

リ
給
タ
リ
ケ
レ
パ
、
「
間
パ
刻
川
パ
対
回
引
副
刈
判
別
制
。
是

ヲ
パ
カ
ル
、
大
臣
ト
云
ベ
シ
」
ト
ゾ
、
時
人
申
ケ
ル
。
カ
ヤ
ウ

ノ
事
ヲ
バ
大
宮
大
相
国
伊
通
コ
ソ
官
一
シ
ニ
、
其
人
ヲ
ハ
セ
ネ
ド

モ
、
申
人
モ
ア
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。

こ
れ
は
、
第
四
・
廿
九
「
松
殿
御
子
師
家
摂
政
ニ
成
シ
給
事
」
に

見
ら
れ
る
記
事
で
、
木
曽
義
仲
と
手
を
結
ん
だ
藤
原
基
房
が
、
我
が

子
師
家
を
摂
政
と
す
る
た
め
に
、
当
時
欠
員
の
な
か
っ
た
大
臣
を
後



徳
大
寺
実
定
よ
り
借
り
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
「
時
人
」
が
、

「
カ
ル
ノ
大
臣
」
と
「
カ
ル
、
大
臣
」
を
か
け
て
、
皮
肉
っ
た
場
面
で

あ
る
。
諸
本
で
は
、
長
門
本
、
『
盛
衰
記
」
、
南
都
本
が
同
様
の
こ
と

を
記
し
て
い
る
が
、
語
り
系
諸
本
本
に
は
そ
の
記
述
が
な
い
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
は
、
「
愚
管
桝
」
も
「
又
大
臣
ノ
閥
モ
ナ
キ
ニ
賓
定
ノ

内
大
臣
ヲ
暫
ト
テ
カ
リ
テ
ナ
シ
タ
レ
パ
、
世
ニ
ハ
刻
川
パ
対
回
ト
云

異
名
又
ツ
ケ
テ
ケ
リ
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
玉
葉
」
で
は
寿
永

二
年
十
一
月
二
十
三
日
条
に
「
内
大
臣
解
官
に
非
ず
、
借
用
云
々
」
「
借

官
之
始
め
」
と
し
て
お
り
、
官
を
借
り
る
と
い
う
先
例
の
な
か
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
「
百
錬
桝
」
第
九
に
も
同
様
の
記
述

が
見
ら
れ
、
「
古
都
」
で
は
、
「
大
臣
借
用
未
だ
此
の
例
を
聞
か
ず
」
「
乱

世
の
政
、
驚
く
べ
き
事
欺
、
」
と
や
や
強
い
調
子
で
「
前
殿
下
」
基
房

を
非
難
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
師
家
借
官
事
件
は
、
前
代
未
聞
の
椿
事
で
あ
り
、

「
吉
記
』
が
記
す
通
り
、
「
乱
世
の
政
」
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
注
目

し
た
い
の
は
、
延
慶
本
が
「
カ
ル
、
大
臣
」
と
い
う
皮
肉
を
、
既
に

故
人
で
あ
る
「
大
宮
ノ
大
相
国
伊
通
」
が
言
い
そ
う
な
こ
と
だ
、
と

言
っ
た
人
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
何
故
、
こ
こ
で
藤
原

伊
通
の
名
が
挙
が
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
伊
通
は
「
平
家
物
語
」
に

お
い
て
、
い
く
つ
か
名
前
の
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
人
と

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

な
り
を
一
不
す
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
他
文
献
を
確
認
し
て
み
る
と
、

『
平
治
物
語
』
上
「
信
西
の
子
息
尋
ね
ら
る
る
事
付
け
た
り
除
目
の
事

並
び
に
悪
源
太
上
洛
の
事
」
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
針
。

太
政
大
臣
伊
通
公
其
比
左
大
将
に
て
お
は
し
け
る
が
、
才
学
優

長
に
し
て
、
御
前
に
で
も
常
に
お
か
し
き
事
を
申
さ
れ
け
れ
ば
、

君
も
臣
も
大
に
わ
ら
は
せ
給
ひ
、
御
遊
も
さ
む
る
ほ
ど
也
。

「
内
裏
に
こ
そ
武
士
共
の
し
出
し
た
る
事
も
な
く
て
、
官
加
階
を

成
る
な
れ
。
人
を
お
ほ
く
殺
た
る
計
に
て
く
わ
ん
か
か
ひ
を
な

ら
ん
に
は
、
三
で
う
殿
の
井
こ
そ
人
を
は
お
ほ
く
殺
た
れ
。
な

と
其
井
は
官
は
成
ぬ
。
」
と
咲
け
る
口

こ
れ
は
、
平
治
の
乱
を
起
こ
し
た
藤
原
信
頼
が
、
味
方
に
つ
い
た

公
家
や
武
士
に
、
官
職
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
言
葉
で
あ
る
。

そ
こ
で
伊
通
は
、
人
を
多
く
殺
す
こ
と
で
官
職
が
貰
え
る
の
な
ら
ば
、

戦
闘
で
多
く
の
人
が
飛
び
込
ん
だ
三
条
殿
の
井
戸
こ
そ
が
、
官
職
を

貰
う
べ
き
だ
ろ
う
と
皮
肉
っ
て
い
る
。
更
に
物
語
は
伊
通
を
、
「
才
学

優
長
に
し
て
、
御
前
に
て
も
常
に
お
か
し
き
事
を
申
さ
れ
け
れ
ば
、

君
も
臣
も
大
に
わ
ら
は
せ
給
ひ
、
御
遊
も
さ
む
る
ほ
ど
也
。
」
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
皮
肉
屋
的
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

延
慶
本
の
記
述
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
「
古
今
著
間
取
」
に
は
、
同
僚
四
人
が
中
納
言
に
昇
進
し
た

五
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
だ
け
が
留
め
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
、

全
て
の
官
職
を
返
上
し
、
横
榔
毛
の
車
を
大
宮
面
で
打
ち
壊
し
た
と

い
う
話
が
あ
り
、
気
性
の
激
し
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
針
。

こ
の
話
は
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
十
訓
抄
』
や
「
古
事
談
」
「
今

鏡
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
先
例
の
な
い
、
異
常
事
態
で
あ
っ
た
師
家
借
官
事

件
を
皮
肉
る
材
料
と
し
て
、
迦
留
大
臣
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を

気
性
の
激
し
い
、
皮
肉
屋
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
伊
通
が
言
い

そ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
す
る
設
定
は
、
『
平
家
物
語
』
が
こ
れ
を
、

人
々
が
納
得
す
る
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る

と
い
、
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。
そ
の
こ
と
は

ま
た
、
燈
台
鬼
説
話
が
広
く
世
上
に
流
布
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を

も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
は
燈
台
鬼
説
話
を
別
の
記
事
で
も
取

り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
積
極
的
な
姿
勢
は
、
延
慶
本
の
、
迦
留

寺
建
立
説
を
「
不
審
」
と
し
な
い
姿
勢
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
や
は
り
、
延
慶
本
燈
台
鬼
説
話
と
長

門
本
燈
台
鬼
説
話
と
で
は
、
表
現
や
設
定
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
盛
衰
記
』
に
関
し
て
は
、
表
現

上
の
著
し
い
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
ゴ
一
本
に

一ヱハ

見
ら
れ
る
燈
台
鬼
説
話
の
文
脈
上
の
意
味
と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

延
慶
本
の
燈
台
鬼
説
話

延
慶
本
に
お
け
る
燈
台
鬼
説
話
に
つ
い
て
は
す
で
に
山
下
宏
明
氏

が
、
成
経
が
父
成
親
に
会
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
本
話
に
対
し
て

こ
の
例
話
は
、
弼
宰
相
は
父
大
臣
に
会
う
こ
と
が
出
来
て
お
り
、
そ

こ
に
は
「
ね
じ
れ
」
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
話
と
例

話
の
結
末
が
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
確
か
に
山
下
氏

の
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
延
慶
本
に
お
け
る
結
末
は
異
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
四
本
の
結
末
を
整
理
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

臣弼
を宰 F玉-'-，俳
訪 相 物
ねは

集
た事至
。大

大弼圏 訪成圏臣宰 ね経 延を相 。ては 慶
訪は い成 本
ね迦 な親
た留 いを
ロ 。

(弼閣 訪有圏
長

竪宰 ーね王 門

大相 たは
本. 

臣は 。俊
盛

を迦 寛
哀

留 を 記



訪
ね
た
。

両
国
有
王
は
俊
寛
を

連
れ
戻
し
て
い

な
し

な連成[扇

町長官闘
し成
て親
いを

一一
両
国
弼
宰
相
は
迦
留

(
軽
)
大
臣
を

連
れ
戻
し
て
い

な
し

延
慶
本
で
は
本
話
と
例
話
が
一
致
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
長
門

本
・
「
盛
衰
記
」
で
は
、
有
王
が
俊
寛
を
訪
れ
た
と
い
う
点
で
例
話

と
一
致
し
、
有
王
は
俊
寛
を
連
れ
戻
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
も
ま

た
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
「
連
れ
戻
し
た
」
と
い
う
点
は
、
延
慶
本

が
「
遂
ニ
御
門
ニ
申
請
テ
帰
朝
、
ン
テ
」
と
し
て
い
る
の
を
指
す
が
、

長
門
本
、
『
盛
衰
記
』
は
こ
れ
を
記
さ
ず
、
出
会
っ
た
二
人
の
そ
の
後

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
本
話
に
沿
う
形
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
長
門
本
で
は
、
「
宰
相
、
是
を
見
て
こ
そ
、
我
父
、
か
る

の
大
臣
と
は
、
し
り
給
し
か
。
俊
寛
か
主
従
こ
そ
、
か
の
弼
宰
相
の
、

。

両
国
弼
宰
相
は
迦
留

大
臣
を
連
れ
戻

す。

弼
宰
相
は
軽
大

臣
を
連
れ
戻
す
。

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

父
子
に
ち
か
は
さ
り
け
る
物
を
や
」
と
し
て
こ
の
俊
寛
主
従
こ
そ
が

ま
さ
に
弼
宰
相
父
子
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
そ
の
共
通
点
を
述
べ
て

い
る
。
延
慶
本
の
こ
の
部
分
は
「
是
ハ
其
詮
モ
ナ
ケ
レ
ド
モ
」
と
し

て
、
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
連
れ
戻
す
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
し
、
た
だ
父
親
の
こ
と
を
の
み
思
っ
て
泣
き

暮
ら
し
た
、
と
し
て
い
る
。
長
門
本
の
よ
う
に
本
話
と
例
話
を
積
極

的
に
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
延
慶
本
に
は
無
く
、
「
宝
物
集
』

の
意
図
に
沿
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
『
盛
衰
記
」
で
は
そ
の
正
体
が
判

明
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
相
違
を
考
え
る

た
め
に
延
慶
本
の
次
の
よ
う
な
例
話
を
挙
げ
た
い
。

今
度
ノ
御
産
ニ
サ
マ
/
¥
ノ
事
共
有
ケ
ル
中
ニ
、
日
出
カ
リ
ケ

ル
事
ハ
、
太
上
法
皇
ノ
御
加
持
、
有
ガ
タ
カ
リ
ケ
ル
御
事
也
。

昔
、
ン
染
殿
ノ
后
ト
申
シ
ハ
、
清
和
ノ
国
母
ニ
テ
、
一
天
下
ヲ
ナ

ピ
カ
シ
給
ヘ
リ
シ
程
ニ
、
紺
青
鬼
ト
云
御
物
ノ
ケ
ニ
被
取
寵
一

テ
、
世
中
ノ
人
ニ
モ
サ
ガ
ナ
ク
イ
ワ
レ
サ
セ
給
事
侍
ケ
リ
。
智

証
大
師
ノ
御
時
ニ
テ
オ
ワ
シ
マ
シ
ケ
レ
パ
、
様
々
ニ
加
持
セ
ラ

レ
ケ
レ
ド
モ
、
不
叶
一
シ
テ
ヤ
ミ
給
ニ
ケ
ル
ニ
、
今
ノ
法
皇
ノ

御
験
者
ニ
御
物
ノ
気
ノ
識
l
嫌
事
、
返
々
日
出
ク
ゾ
覚
ヘ
シ
。

こ
れ
は
第
二
本
八
「
中
宮
御
産
有
事
付
諸
僧
加
持
事
」
の
例
話
で
、

中
宮
徳
子
の
御
産
の
際
に
現
れ
た
物
怪
を
後
白
河
院
の
加
持
で
追
い

七
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払
っ
た
後
に
続
く
も
の
で
あ
る
D

こ
こ
で
は
清
和
天
皇
の
国
母
染
殿

后
に
、
紺
青
鬼
と
い
う
物
怪
が
取
り
窓
い
た
際
、
智
証
大
師
が
様
々

な
加
持
を
し
た
が
効
き
目
が
無
か
っ
た
と
し
、
そ
れ
に
比
べ
て
今
の

後
白
河
院
の
加
持
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
本
話
と
は
反
対
の
結
末
の
例
話
だ
が
、
こ
こ
で
あ
え
て
反
対
の

例
話
を
示
す
こ
と
で
、
今
の
後
白
河
院
の
加
持
の
素
晴
ら
し
き
を
一

層
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
る
。

昔
景
行
天
皇
ノ
第
二
御
子
、
小
雄
皇
子
、
異
国
ヲ
平
ゲ
ニ
下
リ

給
ケ
ル
ニ
コ
ソ
、
ヲ
ト
メ
ノ
形
ヲ
カ
リ
テ
、
賊
ノ
三
河
上
ノ
武

智
ヲ
バ
滅
シ
給
タ
リ
ケ
レ
口
ナ
ド
ヤ
是
ハ
、
昔
今
コ
ソ
異
ナ
ラ

メ
、
我
御
身
ヲ
滅
、
ン
給
ケ
ム
。
先
世
之
御
宿
業
ヲ
奉
ル
察
、
づ
コ
ソ

哀
ナ
レ
。

こ
れ
は
第
二
中
十
一
「
高
倉
宮
都
ヲ
落
坐
事
」
で
、
挙
兵
し
た
こ

と
が
発
覚
し
た
以
仁
王
が
邸
宅
か
ら
女
装
し
て
脱
出
し
た
後
に
配
さ

れ
て
い
る
例
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
装
を
し
て
河
上
武
智
を
討
つ

こ
と
に
成
功
し
た
小
雄
皇
子
を
例
と
し
て
挙
げ
、
「
ナ
ド
ヤ
是
ハ
」
以

下
、
小
雄
皇
子
と
同
様
に
女
装
し
た
が
、
失
敗
し
た
以
仁
王
を
「
哀

ナ
レ
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
本
話
と
は
結
末
の
異
な
る
例
話
を

挙
げ
る
こ
と
で
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
失
敗
し
た
以
仁
王
の
哀
れ
さ
を
一

層
高
め
て
い
る
。

二
八

こ
の
よ
う
に
、
本
話
と
は
反
対
の
例
話
を
挙
げ
る
こ
と
が
、
本
話

を
さ
ら
に
強
調
し
、
そ
の
性
質
を
高
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
延

慶
本
の
燈
台
鬼
説
話
も
こ
れ
ら
と
同
じ
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
弼
宰
相
が
迦
留
大
臣
を
訪
れ
、
そ
し
て
共
に
帰
国
し
た

と
い
う
成
功
の
例
話
を
示
す
こ
と
で
、
父
成
親
を
訪
れ
る
こ
と
も
、

そ
し
て
連
れ
戻
す
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
成
経
の
「
悲
し
み
」
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
D

長
門
本
・
『
盛
衰
記
』
は
、
俊
寛
説

話
の
例
話
と
し
、
「
遠
く
の
流
人
を
訪
ね
あ
て
る
」
と
い
う
共
通
点
を

示
し
、
説
話
に
改
作
を
加
え
る
こ
と
で
本
話
に
沿
う
よ
う
な
例
話
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
有
王
が
最
後
に
都
へ
帰

っ
た
と
す
る
本
話
に
沿
う
よ
う
に
弼
宰
相
も
日
本
へ
帰
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

に
対
し
て
延
慶
本
は
、
本
話
と
は
結
末
の
異
な
る
説
話
を
例
話
と
す

る
と
い
う
、
逆
接
的
な
手
法
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
燈
台
鬼
説
話
の
モ
チ
ー
フ
は
「
父
子
の

孝
養
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
父
子
の
物
量
巴
が
語
ら
れ
な
く



て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
長
門
本
や
「
盛
衰
記
』
で
は
こ
の
説
話

に
積
極
的
な
改
作
を
加
え
、
俊
寛
有
王
主
従
の
説
話
と
し
て
い
る
。

長
門
本
・
「
盛
衰
記
』
で
は
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
変
え
ら
れ
た
と
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
延
慶
本
は
「
宝
物
集
」
を
引
き
写
し
に
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
本
話
と
例
話
の
モ
チ
ー
フ
を
通
底
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
段
の
廿
四
「
丹
波
少
将
福
原
ヘ
被
召
下
事
」
の
最
後

に
、
妹
尾
太
郎
兼
康
の
思
惑
を
知
っ
て
以
後
、
何
も
聞
か
な
く
な
っ

た
成
経
に
対
し
て
「
哀
也
シ
事
也
」
と
し
、
「
迦
留
大
臣
之
事
」
の
最

後
で
も
も
う
一
度
、
「
親
子
ノ
中
ノ
哀
サ
ハ
」
と
す
る
。
「
哀
」
と
い

う
感
情
で
延
慶
本
は
、
成
経
物
語
と
燈
台
鬼
説
話
と
を
繋
い
で
い
る

の
で
あ
る
。

(1 )注

高
橋
俊
夫
「
延
慶
本
平
家
物
語
説
話
孜
|
宝
物
集
と
の
関
係
を
め
ぐ

っ
て
(
上
)
|
」
(
『
圃
皐
院
雑
誌
」
第
七
十
六
巻
第
十
一
号
昭
和
五

十
年
)

水
原
一
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
」
(
加
藤
中
道
館
昭
和
五
四
年

三
二
九
頁
1
三
三

O
頁
)

山
下
宏
明
「
「
平
家
物
語
」
の
説
話
受
容
」
(
「
文
学
」
四
九
号

室
目
庖
昭
和
五
十
七
年
)

(2) (3) 

岩
波

延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

(4 ) 

今
井
正
之
助
「
平
家
物
語
と
宝
物
集
四
部
合
戦
状
本
・
延
慶
本
を

中
心
に
|
」
(
「
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
」
コ
一
十
四

昭
和
六
十
年
)

山
下
哲
郎
「
軽
大
臣
小
孜
|
「
宝
物
集
」
を
中
心
と
し
た
燈
台
鬼
説
話

の
考
察
|
」
(
「
明
治
大
学
日
本
文
学
」
第
十
五
号
昭
和
六
十
二
年
)

高
橋
貞
一
「
平
家
物
語
延
慶
本
長
門
本
新
考
』
(
和
泉
書
院
平
成
五

年

一

O
八
頁
)

河
原
木
有
二
「
燈
台
鬼
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
語
学
と
文
学
』
第
二

五
号
九
州
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
編
平
成
七
年
)

山
田
昭
全
「
平
家
物
語
「
卒
塔
婆
流
」
の
成
立
延
慶
本
作
者
が
宝

物
集
に
依
っ
て
創
作
し
た
|
」
(
「
文
学
・
語
学
』
第
百
六
十
三
号

平
成
十
一
年
)

使
用
し
た
平
家
物
語
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
延
慶

本
(
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
一
編
勉
誠
出
版
平
成
十
一
年
五
月
)
、

長
門
本
(
麻
原
美
子
・
名
波
弘
彰
編
勉
誠
社
平
成
十
年
三
月
)
、

「
源
平
盛
衰
記
』
(
松
尾
葦
江
他
校
注
中
世
の
文
学
三
弥
井
書
庖

平
成
五
年
五
月
)

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
編
『
和
歌
色
葉
」
(
雄
松
堂
書
庖
昭
和
四
九
年
)

片
桐
洋
一
編
「
昆
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
(
八
木
書
庖
平
成
十
年
十

月
)
秋
永
一
枝
・
田
辺
佳
代
編
『
古
今
集
延
五
記
」
(
笠
間
書
院
昭
和
五

三
年
八
月
)

「
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
」
小
泉
弘
他
校
注
(
新
日
本

古
典
文
学
大
系
四

O

平
成
五
年
)

(5) (6) (7) (8) (9) 同

w
'
E
A
 
(
 
)
 

噌
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'
E
A
 
(
 

住功(13) 

九
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同 (14)

「
五
常
内
義
抄
』
下
太
田
次
男
編
古
典
文
庫
(
昭
和
五
四
年
)

前
掲
論
文
則
。
氏
は
『
白
氏
文
集
」
の
「
媛
土
」
が
日
本
に
馴
染
み

の
な
い
諾
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
五
常
内
義
抄
」
が
そ
れ
を
翻
案
す
る
に

当
た
っ
て
悲
劇
で
あ
る
「
燈
台
鬼
」
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
『
宝
物
集
』

と
の
潜
在
的
な
関
連
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

『
帝
王
編
年
記
」
巻
九
斉
明
天
皇
六
年
国
史
大
系
第
十
二
巻
(
古
川

弘
文
館
昭
和
四
十
年
十
二
月
)

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
八
巻
「
簾
中
抄
・
中
世
事
典
・
年
代
記
』

(
朝
日
新
聞
社
二

0
0
0年
六
月
)
所
収

積
翠
書
類
従
第
二
十
九
輯
下
雑
部
(
昭
和
=
一
四
年
)

大
日
本
史
料
第
四
編
之
十
三
「
龍
燈
鬼
像
胎
内
銘
」
八
八

O
頁
1

八
八
一
頁
(
大
正
二
年
二
一
月
)

『
奈
良
六
大
寺
大
観
」
第
八
巻
興
福
寺
二
五
二
頁
(
岩
波
書
応

昭
和
四
五
年
)

使
用
す
る
「
宝
物
集
」
諸
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
巻
本
(
続
群

書
類
従
三
二
下
)
、
二
巻
本
(
築
瀬
一
雄
編
「
碧
沖
洞
叢
書
」
第
一

巻
第
三
輯
「
校
合
二
巻
本
宝
物
集
』
臨
川
書
庖
平
成
七
年
同
月
)
、

三
巻
本
(
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
編
『
宝
物
集
」
お
う
ふ
う

平
成
七
年
四
月
)
、
吉
田
本
(
吉
田
幸
了
小
泉
弘
校
「
賓
物
集
」
占

典
文
庫
昭
和
四
四
年
一
月
)
、
古
川
本
(
小
泉
弘
校
注
『
宝
物
集

閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
O

平
成

五
年
一
一
月
)
、
光
長
寺
本
(
小
泉
弘
編
「
中
世
古
写
本
宝
物
集
」

古
典
文
庫
昭
和
四
六
年
一
月
)
、
久
遠
寺
本
(
瓜
生
等
勝
編
未
刊

国
文
資
料
第
四
期
昭
和
四
八
年
一

O
月
)
。
な
お
、
二
巻
本
は
江
戸

(16) むカ側白砂白。位。

仰)白羽凶

。

期
書
写
の
も
の
だ
が
、
築
瀬
氏
が
解
説
に
お
い
て
、
一
巻
本
と
は
兄

弟
関
係
で
あ
り
、
「
宝
物
集
の
原
形
を
考
へ
る
に
つ
い
て
、
二
巻
本
は

一
巻
本
に
お
と
ら
ぬ
資
料
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
使
用
す
る
。

筆
跡
か
ら
本
文
と
同
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

孝
徳
天
皇
と
皇
極
天
皇
は
非
常
に
近
い
代
で
あ
る
の
で
、
錯
綜
し
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

燈
ム
リ
鬼
説
話
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
変
容
し
た
姿
を
見
せ
て
く

る
。
室
町
末
期
の
唱
導
説
話
集
「
因
縁
抄
』
は
、
「
推
古
天
皇
ノ
時
、

迦
間
大
臣
ト
云
大
臣
、
有
之
-
。
而
ニ
、
推
古
天
皇
、
彼
大
臣
ヲ
渡
唐

サ
セ
テ
、
持
時
ヲ
習
ハ
セ
ン
ト
ス
。
」
(
阿
部
泰
郎
偏
「
因
縁
抄
」
古

典
文
庫
)
と
し
て
、
長
門
本
の
よ
う
な
高
向
説
の
流
入
が
見
ら
れ
る

が
、
さ
ら
に
、
凶
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
迦
留
大
臣
を
助
け
る
た

め
に
、
弼
宰
相
が
、
「
唐
土
一
番
ノ
囲
碁
打
」
と
囲
碁
勝
負
を
す
る
と

い
う
設
定
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
江
談
抄
」
な
ど
に
あ
る
、

「
古
備
大
臣
入
情
説
話
」
と
の
混
交
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
、
小
林
幸
夫
氏
が
「
燈
台
鬼
l
連
歌
師

と
野
鳥
台
詩
伝
示
|
」
(
「
説
話
・
伝
承
学
」
六
説
話
伝
承
学
会
編

平
成
十
年
四
月
)
で
、
①
ス
ト
ー
リ
ー
に
類
似
点
が
多
い
②
「
下
学

集
」
に
燈
台
鬼
と
吉
備
大
臣
が
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点

を
挙
げ
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
唱
導
書
で
あ
る
、

「
金
五
要
集
』
(
伊
藤
正
義
監
修
「
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
和
泉
書
院
平

成
卜
問
年
)
に
も
燈
台
鬼
説
話
が
、

日
本
軽
大
臣
ト
申
シ
、
行
遣
唐
使
一
一
、
不
過
不
帰
。
人
伝
云
、
作



灯
台
鬼
一
。
其
子
弼
宰
相
、
密
一
間
之
一
祈
念
ス
O

我
早
成
唐
使
一
ト
、

渡
唐
ニ
見
父
;
。
為
一
孝
養
一
故
ニ
、
仏
神
哀
之
一
。
己
日
一
当
遣
唐
使

一
一
、
日
本
ノ
宝
ヲ
大
国
ニ
渡
、
ン
玉
フ
物
ノ
数
ス
、

但
馬
紙
淡
路
墨
上
総
轍
武
蔵
鐙
能
登
谷
(
釜
)

河

内

鍋

長

門

牛

陸

奥

馬

備

後

鉄

備

中

刀

越

前

綿

美
作
八
丈
石
見
細
布

此
等
ヲ
唐
土
ノ
国
王
ニ
奉
リ
キ
。

と
あ
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
献
上
品
を
持
参
す
る
と
い
う
設
定
が

加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
燈
台
鬼
説
話
は
、
様
々
な
展
開
を
見
せ

て
お
り
、
長
門
本
も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
『
日
本
書
紀
』
巻
廿
九
「
天
武
天
皇
朱
烏
一
瓦
年
丙
戊
」
(
国
史
大
系
第

一
巻
下
古
川
弘
文
館
昭
和
四
二
年
)

巻
第
五
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
校
注
(
日
本
古
典
文
学
大
系
八
六

昭
和
四
二
年
)

巻
三
十
九
(
名
著
刊
行
会
昭
和
四
六
年
一
二
月
)

寿
永
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
(
新
訂
増
補
園
史
大
系
十
一
吉
川

弘
文
館
昭
和
四
十
年
八
月
)

寿
永
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
(
増
補
史
料
大
成
臨
川
書
居
昭

和
四
十
年
九
月
)

永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注
一
九
七
頁
1
一
九
八
頁
(
日
本
古
典
、

文
学
大
系
三
十
一
昭
和
三
六
年
)

「
古
今
著
聞
集
』
一
六
七
「
伊
通
公
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
ず
恨
み
に
堪

へ
ず
し
て
辞
職
の
事
」

伊
通
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
久
保
田
淳
氏
(
『
新
古
今
歌
人

泊。四)間倒。。。。。功
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
燈
台
鬼
説
話
」

(33) 

の
研
究
』
昭
和
四
八
年
)
、
村
上
皐
氏
(
『
説
話
論
集
』
第
二
集
平

成
四
年
)
、
田
仲
洋
巳
氏
(
「
岡
大
国
文
論
稿
」
第
二
四
号
平
成
八

年
)
の
詳
細
な
ご
論
が
あ
る
。

前
掲
論
文
同

[
付
記
]
本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
一
一
一
一
一
回
大
会
(
平
成
十
五
年
七
月
六

日
・
於
龍
谷
大
学
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
席
上
、

ご
質
問
、
ご
指
摘
頂
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)


